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パーチャル装置で津波浸フkを疑似体験(NP0法人東海りスクマネ

ジメント研究会提供)
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2016年(平成飴年)
第3種郵便物認可

掘演技
を決め
寄得点
匪点へ
哉朋幕
シヨーノ

る現場
そ富川
えます
^^1

こ、新
丘づく
ース

ノ囲
登場!
拓女子
ケダン
でひと

10園

1、二J゛百き

、乱

^
本

i

'+

12月9日(金)④

^

十

▼

,チヤー
村石一郎
3出かけ
事禦中Ⅱ牢
rレーネ
1エンタ
いち甲

1きます

工英瞳
ノ谷早粥
kすよ!
ゞ.,,,.:、,
"茂倒
.ノ^.乞ナ

讐皇
柾竈

^

さ'
よ;
^

Y)

カ、
ら
麗方
リΣ
サフ

゛

総合防災設備

火災報知設備・消火器・警報設備・防災用品販売

゛

ヨ井奈ik
ら力を広
kη南し
コグラム

ιビッド

勢匹
F、・ート
丈ース

レゲエ
ラム!壮小
叩ウエフ
、喝
ケワ1ユー

安全が確認でぎれぱ、
ガスの元栓を闘き

ご使用いただけます。目.'1が出■耳止,吐."凡'◆^'盆長軸"D >.

中匪"ユ,τご宝如T異、

十

ご寒庭から、ビル、工場まで、お気軽にお問い合わせ下さい。

設計・施工・保守・点検

T乱(0536)34-0305
新城市竹ノ輪町宇浜井場651 FAX,0536・34-0048

■

地震がおきたときは

^

^

設度5相当以上の地震が発生したときは、ガスメーターが自勳的にガスを遮断します。
あわてす幣ち藩いて、次の手順で行動して下さい。

0まず、身の安全の確保
テープルや机むど,' m
頑丈な家兵の下に、
ふせて、身の安全を¥,
確保して下さい。ト,》

0ガスのにおいを確認
ガス概器やガスメーターの n,'
まわりからガスのにおいが J
しないか、またガス檀器に
昇常がないか確誌して下さい。、

Saしa中部カス株式会社
豊扱支店

TEL帖鉛 85)70部豊川常業所

@すばやく火の始末,・
抽れが力さまったら、
ガス捜器の火を
すばやく消して
ガス牲を閉めて下さい。.

0ふたたびガスを使うときは

手

防
災
専
堤
節
突
涯
ど
誓
多
髭

大
地
饌
な
ど
の
災
筈
時
に
お
け
る
市
民
の
対
応
力
喬
め
る
目
的
で
行
一
ヨ
第
W
回
防
災
フ
エ

Z
(
N
P
0
法
人
恐
り
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
主
健
東
海
日
日
新
聞
社
な
ど
後
援
)
が

9
、
 
W
日
の
両
興
豊
橋
市
神
野
命
町
の
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し
で
朋
か
れ
る
。
「
や
さ
し

く
迎
え
よ
う
!
嘉
ト
ラ
フ
巨
大
地
竺
と
胆
し
て
実
施
。
サ
プ
テ
ー
マ
に
「
奪
の
進
め
誇

搭
動
が
私
た
を
守
る
」
と
掲
ぱ
征
が
意
見
を
語
又
中
う
座
談
会
な
ど
を
開
く
。
会
場
で

峡
防
災
用
品
の
展
示
即
売
会
や
A
E
D
講
賀
災
害
対
蜑
両
の
股
示
会
な
ど
も
行
う
。

一
芝
添
宿
一
霊
羅
篇
防
潜
票
発
を
守
豆

詠
製
一
驫

↓
一

'
ノ

゛
拶

ー
,

,
一
'
.

=

琴

意
見
を
聞
い
て
抵
し

い
一
と
話
す
。

圃
津
波
醤
の
バ
ー

チ
ャ
ル
体
験
や
拘
川
氾

濫
対
築
学
ぷ

9
日
の
午
前
9
時
即

分
か
ら
は
谿
工
科

火
学
の
工
学
播
報
〆

デ
ィ
ア
難
板
宮
朋

基
准
梨
天
地
震

か
ら
生
姦
ろ
一
2
と

題
し
て
附
演
。
バ
ー
チ

ヤ
ル
・
り
ア
リ
テ
ィ
ー

(
V
R
、
仮
想
現
実
)
を

活
用
し
た
谿
型
の
研

修
会
を
行
う
。
V
R
は

コ
ン
ビ
ユ
ー
タ
ー
上
に

人
工
的
な
環
境
を
曾

出
蔓
噂
研
鑾
で

は
、
玲
者
が
、
 
V
R

の
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し

て
、
津
波
の
襲
嵳
体

験
す
る
。

ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
が
浸

水
す
嚢
渥
ど
を
疑

似
体
験
し
て
災
害
意
細

喬
め
て
い
く
。
津
波

の
ほ
か
に
も
、
地
震
に

よ
る
火
災
の
発
生
を
想

定
し
た
映
像
も
使
用
。

5
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
体
豊
を
行
い
、
各

グ
ル
ー
プ
で
災
害
対
策

に
つ
い
て
話
し
貧
っ
。

彦
疲
理
事
長
は
露
似

体
繋
通
じ
て
災
轡
へ

の
愈
繊
を
高
地
自
宅

が
あ
る
各
地
区
に
意
見

を
反
映
さ
せ
て
ほ
し

ど
と
効
果
に
期
待
を

寄
せ
る
。

同
日
午
後
1
時
狐
分

か
ら
は
国
土
交
通
省

中
難
方
篶
局
・
豊

橋
河
川
事
務
所
の
関
健

災
意
搬
向
上
の
取
り
組

宅
迹
め
て
い
る
。

谷
中
校
長
は
、
命

蚕
校
の
尊
七
史
¥
校

で
校
区
住
民
主
体

と
な
っ
た
防
災
訓
練
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

前
芝
校
区
は
、
嘉
ト

ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た

畷
津
波
の
漫
水
暴

と
な
っ
て
い
る
。
生
徒

が
主
体
と
な
っ
て
地
区

内
の
藤
区
域
を
胴
査

す
る
な
ど
、
学
校
と
住

民
が
連
携
し
た
災
雷
対

策
を
図
っ
て
い
る
。

家
庭
防
災
に
つ
い
て

普
熱
動
を
行
屍

防
火
ク
ラ
プ
の
荻
冬

長
や
、
「
程
消
防
団
」

の
築
暁
さ
ん
、
林
恵

克
も
豁
。
市
消
防

本
部
の
原
田
小
砂
舌

ん
は
喜
職
員
な
ら

で
は
の
取
り
組
み
な
ど

を
葬
す
る
。
桜
丘
高

校
の
生
徒
会
是
竹
尾

玲
誓
ん
は
学
生
代
表

と
し
て
、
災
害
に
向
き

合
一
マ
心
朧
え
を
語
る

主
催
N
P
0
の
彦
坂

高
司
理
事
長
は
「
防
災

活
動
は
女
性
が
先
歎
に

立
っ
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
分
野
。
褒
な
ら

で
は
の
視
点
や
種
を

生
か
し
、
活
躍
で
き
る

太
郎
氏
事
務
所
長
が

「
水
防
災
恵
誠
社
会
の

璽
S
洪
水
に
佛
え

て
S
一
と
題
し
て
雛

一
級
河
川
で
あ

0

る
豊
川
(
と
よ
が
セ

が
氾
濫
し
た
際
央
漫

水
想
定
区
域
な
ど
に
つ

い
て
発
表
。
水
霄
に
備

え
蚕
罪
や
必
要
な

対
策
を
語
る
。

午
後
2
時
即
分
か
ら

は
県
建
設
部
河
川
課
の

西
村
薫
氏
が
「
篭
県

の
高
波
趣
波
の
巽
」

と
馴
し
て
講
轆
す
る
。

過
去
に
麥
苅
で
発
生

し
た
高
壁
裟
被
害

な
ど
を
解
説
。
 
1
9
5

9
(
肥
和
迅
年
の
伊

勢
湾
台
風
が
到
来
し

た
際
の
三
河
湾
の
被

霄
や
、
 
2
0
0
9
年
の

豊
橋
を
襲
っ
た
台
風

に
よ
り
'
両
謹
く

で
コ
ン
テ
ナ
が
散
乱

し
た
状
況
な
ど
を
紹

介
す
る
。

牛
後
3
時
か
ら
峡

安
爲
装
圃
・
機
械

毅
計
業
の
ア
ジ
ア
ク
リ

エ
イ
ト
靈
川
市
蔵
子

7
)
の
佐
孫
男
代
表

取
締
役
越
同
社
の
B

C
P
(
鞭
幾
計
画
)

を
発
表
。
宋
企
業
の

参
考
と
な
る
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
。
新
東
工

業
盛
捌
市
)
は
B
C

P
の
中
で
防
災
訓
練

の
詳
細
な
内
容
に
つ
い

て
発
表
。
大
地
震
の
際

峡
従
業
員
嬰
否
を

熊
す
る
ま
で
の
手
順

な
ど
を
紹
介
す
る
。

露
女
性
に
よ
る
防
災

活
動
を
語
り
合
う

糎
に
よ
る
座
談
会

は
、
 
W
日
午
後
2
時
蛎

分
習
鴨
。
「
率
先
し

て
災
害
靈
震
'
大
型

台
風
に
取
り
組
苔
を

題
し
て
、
豊
橋
市
の
女

性
讐
者
な
ど
7
人
が

意
見
を
交
わ
し
含
っ
。

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、

高
木
〆
ツ
キ
璽
川
市

美
幸
駆
の
高
木
番
苗

代
表
や
豊
橋
市
聖

中
学
校
の
谷
中
緑
校

呈
種
防
火
ク
ラ
プ

の
荻
竪
代
会
畏
な
ど

が
各
団
体
の
取
り
組
み

を
発
表
す
る
。
高
木
社

畏
は
、
 
2
0
0
7
年
こ

繋
へ
掘
震
速
報
四
篇

装
置
を
社
内
に
設
軍

他
の
案
1
、
い

ぢ
早
く
装
置
を
導
入

し
、
社
員
の
安
全
や
防

y
鳥
"
芋
郎
1
轟
唖
劉
御
陳
補
・
"

ト
晃

1
 
一
ウ
真

1
 
0
ア
田

轟皐
曳

=

決
成
な
や
ト
、
一
ナ
ー
番
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長璽讐'm信甫金庫

理車畏半田富男

、

会場では防災用品などを農示(昨年のようす)
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豊川市末広通3丁目34番地1
TEL0533・89・1151

http://WWW,kewe・sh1Π,00.jp/

ザ

◇

ゆたかな地域社会づくりに
奉仕する

0 ロロ

^播那信用金庫

^株式会杜荒木工務店
゛魚了,キ,1ワ叡二堕

豊橋市三ノ輪町字水興寺3番地272
TEL.0532・引・6157(代) FAX.0532・61・6130

◇

田

゛

理東畏竹田知史

蒲郡市神明町4番25号花L(0533>696311(代)

h廿D:ノ/WWW8ama5hln'CO.jo/

1
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防焚奪の緊憲避難膳惜抜誕驫棲亜力を発揮!
'竃豆浄
脱慈式
東いす緊急避難装霞

「とよしん」は、

ずっとこの街といっしょです。

^強檎信、金庫
畏吉川一弘会

理事長山口進

豊橋市小駅町579番地
丑(0532) 52-0321(代)
ht如://WWW、t0γ0-$hln.00.jp

JINRIKI.

1「轟

こ宗馴こ災害用非常食
排便処理剤(トイレ)を
備えましょう!

販捌喫■東海消防設備株式会社
豊挺而王ケ崎町宇四ツ塚1.5 TEL.0艶2-48・5611

'

耐震改修助成制度を利用した工事
^豊儒をはじめ102件申請施工。

1キ.゛,、
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雲
諾
艮
と
は
1
危
険
性
啓
発

圏
火
災
へ
の
警
戒
も

訴
え
る

扣
日
の
午
後
1
時
か

ら
撲
豊
橋
技
郷
学

大
学
の
中
村
婆
一
准
教

授
が
屈
震
に
よ
灸

畿
雪
・
そ
の
脅
威
と

対
逃
と
し
て
瓣
。
佳

宅
街
で
火
災
建
き
た

際
に
、
発
生
す
る
可
能

性
語
る
「
火
礎
里

の
章
丙
審
な
ど
を
発

表
す
る
。
上
昇
気
流
に

よ
っ
て
炎
を
倦
っ
旋
風

が
讐
蚕
三
で
、
被

害
が
拡
大
し
て
い
く
危

険
性
な
ど
を
鴛
。
氷

災
旋
風
が
起
き
る
メ
カ

講
演
会
を
行
一
つ
彦
坂

理
事
畏
犀
年
の
よ
っ

す
)

ニ
ズ
ム
や
対
築
に
つ
い

て
語
る
。

同
日
午
前
に
は
豊

橋
市
主
催
に
よ
る
誕
演

会
や
表
彰
式
を
朋
く
。

防
災
講
演
会
は
師
岡

大
学
の
池
田
恵
子
桜

一
風

豪
雨
な
ど
各
種
災
害
に
も
価
元
を

が
「
男
女
双
方
の
視
点

で
災
害
か
ら
家
族
と
地

域
専
壁
の
演
廊
で

コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
で
親
す
る
。

需
式
は
↓
防
災
ポ

ス
タ
ー
」
と
「
防
綴

語
コ
ン
ク
ー
ル
」
哥

畏
賞
や
市
饗
識
畏
寅

を
受
賞
し
た
8
人
に
衷

地
域
総
力
で
の
取
り
組
み
が
重
要

1
↑
マ

髮
を
贈
る
。
入
賞
作

品
は
会
場
に
て
壁
木
。

秀
者
に
は
、
携
帯
用

防
災
ポ
ト
ル
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
る
。

潮
各
種
災
害
へ
の
警

戒
の
必
要
性
を
啓
発

近
年
は
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
や
土
砂
災
害
、
河
川

の
淫
な
ど
の
自
然
災

群
洲
か
詮

一

ゞ
龜

圃
、

害
が
禽
で
誤
い
で

る
。
同
研
究
会
峡

、む
海
ト
ラ
ワ
巨
大
地
震

け
で
は
な
く
、
各
郡

害
へ
の
対
策
蠢
化

る
た
地
水
害
や
火

に
関
す
轟
演
会
や

修
会
与
ロ
グ
ラ
ム

組
み
込
ん
だ
。
彦
辰

那
長
は
「
各
災
害
に

、
也
.
土
て
ハ
リ

=

あ
げ
て
取
り
将
必

が
あ
る
。
地
域
住
民

倒
き
場
で
あ
る
各

業
や
、
擬
所
が
災

に
金

な
る
こ
七

話
し
て
い

皿
墾

、
畢

ー
ー

r

"
气
メ

紗
f
,

乳
姦

＼ν
1

、

§

1

傑
一
1
,

、
^
郡
^
途
一

式
仁
t
タ

島
"
^
、
^
'

郵
野
'

、'
避
、

日

、
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